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●1階ロビー

美術コーナー①  8月 1日 から9月 30日 まで

鈴木寿翁さん(畔藤)の季節写真を展示します。

美術コーナー②  7月 に引き続き8月 31日 まで

「馬場寅次郎作品展」を開催します。
自光園に入所されているかたです。

●文化実習室 特別展

「佐藤せつ和紙ちぎり絵教室作品展」
代表 佐藤慶子さん (荒砥乙)

▼いつ 8月 3日 から10日 まで

● 1階フロアー

中川尚志さんの歌集「桜桃の花」よリ

植木まささんの書です。

●鮎員郵便局ロビー
「和紙ちぎり絵展」
しゅんこうこぶ し会
代表 Jヽ林房子さん條占貝)

(7月 29日 まで)

「鮎貝村附近之絵図展示」
米沢藩絵図師 作
(8月 1日 から31日 まで)

●鮎員地区公民館ギャラリー

「絵皿作品展」
鈴木末夫さん條占員)

(7月 30日 まで)

「写真展」
伊藤久志さん條占員 )

(8月 1日 から31日 まで)



●
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
ぶ
し
の
家
夏
ま
つ
り

花
笠
音
頭
、
山
形
盆
唄
の
踊
り
に
、

持
さ
ん
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
　
８
月
６
Ｈ

（上
）
午
後
５

時
～
８
時
細
分

▼
ど

こ
で
　

こ
ぶ
し
の
家

▼
出
演
　
・つ
た
ぅ
会
、
伊
藤
み
ち
る

さ
ん
、

よ
さ

こ
ぃ
白
鷹
櫻
鷹
脅

▼
売
店

（焼

き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、

こ

ん
に
ゃ
く
、

か
き
水
、
生
ビ
ー
ル
、

ジ

ュ
ー
ス
な
ど
）

▼
こ
ぶ
し
の
家
作
品
販
売

（は
が
き
、

わ
り
ば
し
、　
の
し
袋
、
は
じ
お
き
、

■
織
り
製
品
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
　
こ
ぶ
し
の
家

（雪

部
１
５
６
６
０
）

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
３
　
映
画

「長

編
ア
ニ
メ

・
ァ
テ
ル
イ
」
上
映
会

１
２
０
０
年
、
地
域
を
守
る
た
め

エ
ミ
シ
を
率
ぃ
て
朝
延
に
抵
抗
し
た

ア
テ
ル
イ
を
―――‐
ぃ
た
お
話
で
す
。

▼
い
つ
　
８
月
姥
日

（金
）
午
後
１

時
～
２
時
ｍ
分

（昼
２
時

Ю
分
開
場
）

▼
ど

こ
で
　
パ
ヮ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

▼
入
場
料
　
無
料

（入
場
整
理
券
は

発
行
し
ま
せ
ん
。
）

▼
定
員
　
２
０
０
人

（満
席
に
な
り

し
だ

い
人
場
終
ｒ
）

▼
Ｌ
催
　
白
鷹
学
企
画
委
員
会

・
教

育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
生
涯

学
習

・
ス
ポ
ー
ッ
推
進
係

（８
％
―

６
１
４
７
）

８
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
８

■
問
い
合
わ
せ
　
由辰
業
委
員
会

第
２
回
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
の
開
催

図
書
館
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の

不
要
に
な

っ
た
本
を
無
料
で
交
換

・

提
供
す
る
場
を
設
け
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
児
童
書
や
絵
本
も
大

歓
迎
で
す
。

▼
い
つ
　
８
月
２
日

（火
）
午
前

１０

時
～
午
後
８
時

▼
会
場
　
中
央
公
民
館
文
化
実
習
室

■
問
い
合
わ
せ
　
町
立
図
書
館

（８

８５
‐
２
１
１
１
内
線

６
２
０
）

第
２。
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
参
加
募
集

▼
い
つ
　
８
月
”
日

（月
）
～
９
月

２
日

（金
）
ナ
イ
タ
ー

▼
ど
こ
で
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

▼
種
Ｈ
と
参
加
資
格

・
．
般
の
部
‥
平
成
１７
年
４
月
１
日

現
在
で
昴
歳
以
上
の
か
た

・
壮
年
男
ｒ
の
部
…
昭
和
４‐
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た

。
マ
マ
さ
ん
の
部
…
既
婚

の
女
子

▼
チ
ー
ム
の
編
成

①
地
区
ま
た
は
町
内
な
ど
の
地
域
単

位
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
、

町
シ
ニ

ア
チ
ー
ム
、

町
議
会
議
員
チ
ー
ム

②
監
脩
１
人
、

コ
ー
チ
ー
人
、

選
手

”
人
以
内

▼
試
合
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

▼
参
加
料
　
２
０
０
０
円

▼
中
込
方
法
　
各
地
区
公
民
館
に
あ

る
中
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
料
を
添
え
て
提
出
。

▼
締
め
切
り
　
８
月
５
日

（月
）

▼
監
督
Ｌ
将
会
議
　
８
月
１８
日

（木
）

午
後
６
時
細
分

・
中
央
公
民
館

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興

課

・
衣
袋

（８
郷
１
６
１
２
７
）

町
芸
術
祭
出
品
作
品
の
募
集

町
芸
術
文
化
協
会
で
は
１０
月
２８
日

か
ら
鉤
日
ま
で

「第
３５
回
白
鷹
町
芸

術
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
期
間
中
展

示
す
る
書
道
、

絵
画
、
写
真
な
ど
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
出
品
点
数
　
１
人
２
点
ま
で
、

▼
出
品
料
　
５
０
０
円

▼
締
め
切
り
　
Ю
月
５
日

（水
）

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
文
化

振
興
係

（８
８５
‐
６
１
４
６
）

「第

３７
回
読
書
感
想
文
と
生
活

文

コ
ン
ク
ー
ル
」
作

品
募
集

▼
応
募
部
門
　
①
読
書
感
想
文
、
②

生
活
文

（
．
般
の
み
）

▼
字
数
　
４
０
０
字
原
稿
用
紙
５
枚

程
度

▼
応
募
方
法
　
直
接
、

町
↓
図
書
館

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
小

。
中

・
荒
低
高
校
生
は
学
校
を
通
じ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
締
め
切
り
　
９
月
１５
日

（木
）

▼
表
彰
式
　
賞
が
決
定
し
だ
い
連
絡

し
ま
す

（特
別
賞
の
み
）
。

▼
主
催
　
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
文
化

振
興
係
（８
８５
‐
６
１
４
６
）

国
勢
調
査
記
念

公
募
論
文
募
集

今
年
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査

の
意

義
を
理
解
い
た
だ
き
、

関
心
を
高
め

る
た
め
に
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

〔
ご

σ
月
２５
日

（木
）
で
す
。
農
地
法
関
係
の
申
請
し
め
き
り
は
８
月
１０
日

（水
）
で
す
。

農
地
調
整
係

（８
８５
‐
６
１
２
８
）

▼
応
募
部
門

の
部

▼
論
文
内
容

般
の
部
、
大
学
生

テ
ー

マ

「山
形
県
の
将
来
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
か
」

現
状
を
分
析
し
、

統
計
デ
ー
タ
や

図
表
、
グ
ラ
フ
を
活
用
し
、
具
体
的

方
策
を
記
述
。

▼
応
募
形
式

（
＾

般

・
大
学
生
共
通
）

Ａ
４
版

（１
ベ
ー
ジ
陀
字

×
Ю
行
）

で
、

本
文
と
図
表
合
わ
せ
て
１５
べ
‐

ジ
以
内
。
題
名
、

２
０
０
字
以
内

の

要
約
が
必
要
。

▼
提
出
方
法

（
＾

般

。
大
学
生
共
通
）

原
稿
と
要
約
１
部
を
提
出
。

▼
締
め
切
り
　
Ю
月
Ｈ
Ｈ

（火
）

（当
日
消
印
有
効
）

▼
各
賞

（
．
般

・
大
学
生
そ
れ
ぞ
れ
）

○
最
優
秀
賞

１
点
　
賞
金

１０
万
円

○
優
秀
賞
２
点
　
賞
金
３
万
円

〇
仕
作
３
～
４
点
　
賞
金
ｌ
万
円

＊
詳
し
く
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「ゆ
と
り
都
山
形
穴
〓
ご
一ヽ
ヽ
´
〓
メメ

ｏ
「
Ｒ
・く
い
ヨ
”
∞
”
ご
・し
、
）
を
ご
覧

い

た
だ
く
か
、

県
統
計
企
画
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出

・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
０
１
８
５
７
０
山
形
市
松
波

２
１
８
１
１
　
山
形
県
総
務
部
総
合

政
策
室
統
計
企
画
課
企
画
班

（８
０

２
３
１
６
３
０
１
２
１
８
３
）

危

険
物

取
扱

者

保

安
講

習
会

３
年
毎
の
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
い
つ

●
給
油
取
扱
所
　
９
月
２
日

（金
）

午
前
９
時
～
正
午

Ｐ

ちょうりじょうゆうびん
～おしらせ版～

少し古い調査ですが、 「平成4年郷土料理と行事との関係に関する調査」で、

西置1易 地区のお盆料理の 1位は棒だら煮でした。鮮魚が手に入らなかった時代

のたいへんなごちそうであったものが、今なおその季節になると品物が出回り

ます。そして、手間と時間をかけて大鍋でコトコト煮ている食卓の風景が受け

継がれてきたのです。

子どもの日で見ると、 「お盆のころになると茶色い、甘じょっぱい、ほそぼ

そした料理が食卓に出ていたつけ。なんとなく少し口にしていたけど、おいし

いとは思わなかったな…。少し大きくなるとそれが棒だら煮だとわかり、大人

になると食べたくなる…。」大人になって郷愁をそそる料理と感じるか否かの

分かれ日は、棒だら煮にかぎらず小さいころに目にし続けたか、食べた経験が

あるかだと思います。

ひじき煮をごみだという子どもがいるのです。ぞっとするのと同時に、いや

いやこれは子どもに体験をさせなかった大人の責任なのですよね…。

今月のおらほの食材

きゅうり。ミニトマト・にんにく。たまねぎ・ぶどう・米

【8月 の学校給食献立表】

こはん 牛乳 焼き魚 (甘塩ます)

青菜とキャベツのごま和え 具だくさんみそ汁

ごはん 牛乳 ひじき入り厚焼き王子 切り昆布煮
けんちん汁 お茶ら、りかけ

わかめごはん 牛乳 自花豆のコロッケ 中華サラタ
厚揚げのみそ汁

ごはん 牛乳  豚の しょうが焼き わかめの酢の物

豆ら、のみそ汁

●町の農産物を味わおう「深山の13iど うJ●
コッペバン 牛乳 フランクフル ト線キャベツ添え
ツナとほうれん草のこまサラダ バンプキンスープ 深山ぶどう

●蚕桑小リクエスト献立● ごまん 牛早t ハンバーグステーキ
カミカミサラダ 中華風コーンスープ 北海道メロンセリー

●お盆料理を知ろう● 鮭わかめごはん 牛乳 棒だら煮
3色 ごま和え 豚汁 びわゼリー

こはん 牛乳 いかカツこまフライ
野菜わかめのおひたし 豆店のみそ汁 ミニ トマト

ごはん 牛乳 チキンソテーのワインソースかけ
ほうれん草のミモザ風ソテー えのきとたまこのスーブ

食バン 牛手t トライカレー キャベツとコーンのゴマドレサラタ
自玉スープ リんごジャム

*都 合によりllk、アを変更する1場 合があります。

②



６
１
４
７
）

●
　
般

‐
ｉｌｌ
習

（給
油

収
扱
所

以
外

）

１
回
Ｈ
　

９
月

ｌ
Ｈ

（木

）
午
後

１

時

細
分

～

４
時

卸
分

２
回
Ｈ
　

９
月

２
日

（金
）
午
後

１

時

帥
分

～

４
時

細
分

▼
ど

こ
で
　

西
占
賜
行
政

組
合
消
防

本
部

▼
対
象
　
危
険
物
取
扱
作
業

に
従
■

し

て

い
る
危
険
物
取
扱
占

▼
受
付
期

‐―１１

　

７
月

覚
日

（金
）

～

８
月

毘
Ｈ

（金
）

▼
手
数
料

　

■
７

０
０
円

ｔ
受
講
中
請
占

は
消
防
本
部
、

消
防

署

ま

た
は
各
分
署

に
あ

り
ま
す
。

■
――ｌｌ

い
合

わ

せ
　

消
防
本
部

予
防

課

内

西
置
賜
危
険
物
安
全
協
会
事
務

局

（雪

路
１

１
７
９
７
）

西
置
賜
行
政
組
合
職
員
採

用
試
験

▼
試
験
同
時
　
９
月
日
Ｈ

（Ｈ
）
午

‐ｌｆｊ
Ю
時
～
午
後
４
時

▼
試
験
会
場
　
長
井
南
中
学
校

▼
職
種
と
採
用
予
定
数
　
西
趾
賜
行

政
組
合
初
級
消
防
職
　
２
人

▼
採
用
予
定
　
平
成

ヽ
年
４
月
１
日

▼
受
験
資
格
　
長
井
市
、
西
置
賜
郡

の
り
‐‐
―
住
静
ま
た
は
居
住
す
る
予
定

の

か
た
で
、

昭
和
粥
年
■
月
２
日
以
降

に
生
ま
ね
、

高
校
卒

（平
成

ヽ
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
か
た
を
含
む
）
以

Ｌ
の
学
歴
を
有
す
る
か
た

▼
試
験
内
容

＾
次
試
験
　
教
養
試
験
、

作
文
試
験
、

通
性
試
験

（筆
記
）

ｌ
次
試
験
　
体
力
試
験
、
人
物
試
験

▼
受
付
同
時
　
８
月
１
日

（月
）
～

ハ
″
―
′晰

＝

（月
）
午
前
８
時

別
分
～
午
後

５
時

（Ｌ
日
を
除
く
）

▼
試
験
用
紙

の
請
求
　
西
置
賜
行
政

組
合
■
務
局
、

消
防
本
部
消
防
署
、

各
分
著

■
受
付

・
―ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
西
置
賜
行

政
組
合
Ｉ
務
励

（雪
ヽ
―

′１
３
３
６
）

平

成

１７

年

度

調

理

師

試

験

▼
い
つ
　

Ю
月
比
Ｈ

（水
）
午
後
１

時
～
３
時
抑
分

▼
ど
こ
で
　
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

（山
形
市
）

▼
受
付
期
間
　
８
月
２
Ｈ

（月
）
～

９
月
２
Ｈ

（金
）

▼
受
験
手
数
料
　
６
１
０
０
円

▼
願
書
配
布

・
受
付

置
賜
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部

生
活
衛
生
課

“
明
る

い
や
ま
が

た
”

夏

の

安
全
県
民
運
動

夏
季

の
長
期
休
暇
中
の
交
通

・
水

の
■
故
防
止
と
占
少
年

の
健
全
な
台

成

・
非
行
防
止

の
た
め
、

県
民
総
ぐ

る
み
の
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
よ
う
。

▼
突
施
期
間
　
７
月
■
日

（木
）
～

８
月
鱒
Ｈ

（Ｌ
）

８
月
は

「行
方
不
明
者
捜

索
強
化
月
間
」
で
す

ご
家
族
の
な
か
で
、

連
絡
の
取
ね

な
い
か
た
が
い
ま
し
た
ら
、

警
察
署

ま
た
は
交
番

・
駐
作
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、

家
出
入
捜
索
願

を
出
し
て
い
て
、
新
た
に
判
明
し
た

こ
と
が
あ
る
か
た
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ブ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す

▼
確
認
す
る
Ｉ
項

○
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
か
た

の
身
体
的
特
徴

○
歯
科
通
院
歴
の
有
無
な
ど

▼
持
参
す
る
も
の
　
本
人
の
写
真

■
問
い
合
わ
せ
　
長
丼
警
察
署

（雪

田
１
０
１
１
０
）
生
活
安
全
課
ま
た

は
刑
■
課
鑑
識
係

モ

ン

テ
デ

ィ
オ

山

形

ホ

ー

ム

ゲ

ー

ム
市

町

村

応

援

デ

ー

今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
を
招
待
し

て
の
応
援
デ
ー
が
企
画
さ
れ
ま
す
。

．
丸
と
な

っ
て
県
民
チ
ー
ム
に
声
援

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▼

い

つ
　

９
月

１１
日

（
日
）
午
後

６

る
た
め
に
論
文
を
労
策
し
ま
す
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図書館だより

■町内出版物の紹介
◇『朝日 飯豊連峰 四季への誘い』 写真・文 小林泰史

このイヽの退職を機にまとめられた写文集。昭和54qlの朝lH

連山年縦走以降、魅せらオlてンS、 るさとの山々にイ

`り

続け、カメ

ラがとらえた美しくイF人な景色が1又 められています。御来光、

花畑、糸1:葉などそれぞれにみごとな写真ですが、表紙にもな

つた朝日連山年の¬lit色 の素Π青らしさ。文
'「

もそれぞれ心打た

れます。

◇歌集『川上集』 中川尚志著 (山 口出身)

』の合ヽ`マPI.t下 つゞ笑ませ′今r/1tと 今日のよろこクr妻 ぼfaる も

|`え 成 7年、叙勲の栄に7谷 さオ1た ことに始まるこの歌集は、

また多くの人との出会いと別オ1を も詠んでいます。
やや滝ろるえ |〔 |(め ″tビ ●牡丹豊かにくかせマ′ひとリイit｀

ζの

'き
工月のえばユ′九らのスマぬる今

'月

レタばれさぬ

歌集名は山形の須川のほとりに移イ|:す ることからの山。

■今月の新刊

第219回 おはな しの会
8月 4日 (本)午後 7時より 中央公民館にて

年 1度 の夜のおはなしの会です。『おばけおばけのかぞ

えうた』やスイカ割 り。イと火などを準備して待っています。

おうちのかたとおいでください。

書   名 著 者 名 出 版 社

雨の科学 武田 喬男 成山堂書店

生きる智慧死ぬ智慧 瀬戸内寂聴 新潮社

海に沈む太陽 梁  石 日 筑摩書房

家電品を分解してみると ! 藤滝 和弘 技術評論社

原爆体験 失谷 正晴 岩波書店

後悔 しない相続 今西 芳夫 自由国民社

幸福な食卓 瀬尾まいこ 講談社

子供たち怒る怒る怒る 佐藤 友哉 新潮社

小判商人 平岩 弓枝 文芸春秋

小説を書きたい人の本 清原康正監 成美堂出版

シリウスの道 藤原 伊織 文芸春秋

水平記 高山 文彦 新潮社

炭はいのちをも救 う 宮下 正次 リベルタ出版

空は青いか 花村 万月 講談社

譜ん じたい俳句88 片山由美子 日本放送出版協会

手間ひまかける気を入れる 遠藤 順子 女子パウロ会

福沢諭吉 123 岳  真也 作品社

拉 致 金  賛汀 筑摩書房

炉辺夜話 宮本 常― 河出書房新社

■ 8月 の休館日8/1,8,15,21,29■

時
試
合
開
始

▼
ど
こ
で
　
山
形
県
総
合
運
動
公
園

陸
Ｌ
競
技
場

（天
童
市
）

▼
対
戦
カ
ー
ド
　
モ
ン
テ
デ

ィ
オ
山

形
対
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ

▼
招
待
数
　
「
人

（無
料
）

▼
観
戦
席
　
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
内
応

援
席

▼
招
待
券
中
込
　
教
育
委
員
会

へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い

（先
着
順
）

■
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
生
涯

学
習

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（困
錦
―

６
１
４
７
）

電
話
利
用
の

一
時
中
断
の
あ
知
ら
せ

白
鷹
電
話
交
換
所
の
変
換
設
備
更

改
の
切
替
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、　
一
時
電
話
の
使
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

▼
工
事
日
時
　
７
月
２９
日

（金
）
午

前
１
時
～
２
時

▼
対
象
地
域
　
白
鷹
町

▼
対
象
電
話
番
号
　
市
外
局
番
０
２

３
８
、
市
内
局
番
８５

・
８６

・
８７
局

＊
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
は
除
き
ま
す
。

＊
工
事
時
間
帯
で
約
５
分
程
度
、

電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

＊
デ
ー
タ
通
信
な
ど
で
使
用
し
て
い

る
場
合
は
、
工
事
終
了
後
に
シ
ス
テ

ム
の
再
立
ち
上
げ
が
必
要
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

■
問

い
合
わ
せ
　
Ｎ
丁
丁
東
日
本
山

形
支
店

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

・
０
１

２
０
１
３
２
９
１
５
０
）
受
付
時
間

・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（土
曰
祝

日
除
＜
）

8月 5日 (金)午後 7時30分～ 9時 (雨天決行 )

米〕尺日幸侵ネ± OB0238-22-7250)09霧聟織輛勇機
k焔

i退鳥l
▼どこで 松が岬公園
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母子健康手帳の交付

お母さんとお子さんの健康を守るために、
妊婦さん全員に交付しています。
●随時交付しますが、保健師が留守の場合
がありますので事前に電話などでご連絡
ください。

●場所 :健康福祉センター

赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健  診 対 象 児

8月 3日 17kl

3カ 月児 平成17年 4月生まれ
9カ 月児 平成16年 10月 生まれ

8月 18日 lAl 3扇じ里
平成14年 2月 10日 ～

3月 29日 生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間
3カ 月児…昼12時 30分～午後1時

9カ 月児…午後1時～1時20分

η凛雪場れ尋撃檀鉤 驚婿′問
診票、(3カ 月。9カ 月児は事前に配布、
3歳児は郵送)3カ 月児健診のかたは予

防接種予診票

●注意 :

*乳幼児問診票と母子健康手帳の「保護者
の記録」を必ず記人しておいでください。

*3歳児健診は、郵送する間診票で指定さ
れた時間においでください。

*受付時間をずらしております。待ち時間
を少なくするためですので、ご協力くだ
さい。

*お 子さんが、当日具合が悪かったり、 1
週間以内に人にうつる可能性のある病気
(みずぼうそう、ィンフルエンザ、突発

性発疹、とびひなど)にかかったりした

時は事前に電話などでご連絡ください。

すこやか子ども何でも相談

「 ●随時相談をお受けしています。
●お子さんの健康や育児のことなど、どん
な小さなことでも一人で悩まず、ご相談
ください。

健康相談

●随時相談をお受けしています。
●内容 :赤ちゃんからお年寄りまで、体や
心の健康に関すること全般

総合検診 (8月 )

(結核。
1市がん。基本・胃がん。大腸がん。前

立腺がん。肝炎ウイルス検診)

期 日 時 間 場  所 対象町内

1日 (月 )

前
後

午
午

就業構造改
善センター

魚占貝 1～ 6

町内

2日 (火 )

前

後

午

午
ハーモニー

プラザ
鮎貝 13、 高岡
深山、黒鴨

23日 秋)

前
後

午

午
ハーモニー

プラザ
鮎貝 7～ 12、

14町内

●受付時間
結核・肺がん・基本・胃がん・大腸
がん・前立腺がん・肝炎ウィルス

午前 7日寺30分
～ 9時30分

結核・月市がん・基本・大腸がん。

前立腺がん・肝炎ウィルス
午後 1時～ 2時

●料金
検   診 対  象 金  額

結核検診 65歳以上 無料

肺がん検診 40～64歳 600円
基本検診 19～ 29歳 5,000円

基本検診 30～ 39歳 3,000「

基本検診 40～69歳 2,300「

基本検診 70歳以上 1,000円

胃がん検診 40～ 69歳 1,600円

胃がん検診 70歳以上 1,000円

大腸がん検診 全 員 700円

前立腺がん検診 40～ 69応予 2,300円

前立腺がん検診 70歳以上 1,000円

肝炎ウィルス検診 全 員 1,000円

●対象者

結核検診…

昭和15年 4月 lH以前に生まれたかた

肺がん検診…

昭和15年 4月 2日 から昭和41年 4月 1日

までに生まれたかた

基本健診…

昭和62年 4月 1日 以前に生まれたかた

胃がん。大腸がん。前立腺がん検診…

昭和41年 4月 1日 以前に生まれたかた

肝炎ウイルス検診…

今年度中に40、 45、 50、 55、 60、 65、

70歳 になられるかた

愛のかたち献血、にご協力ください

●全血 (200cc、 400cc)

●期日 8月 19日 (金 )

時 間 場  所

午前9時30分～11時30分 ニクニl■l山形工場

午後 1時～ 2時 日本サーモlll山 形工場
午後 2時 50分～ 4時 日本G Tl■ l山 形工場

らくらくスマイル教室を開催しています |

健康づくりのための運動教室です。日ご
ろの運動不足・ストレス解消のため、ぜひ
ご参加ください。

●開催日 8月 23日 (火 )

昼の部 午前9時 30分～11時

夜の部 午後7時～8時 30分

●内容 ストレッチング、 1日 1%15分
でできる運動ほか

●申込・問い合わせ

健康福祉課健康推進係 (886-0210)

夏 の 献 血 キ ャ ンペ ー ン

例年夏季の献血者が減少する傾向にあり、

輸血用血液の在庫不足が予想されます。成

分献血、400cc献血にご協力ください (記

念品を贈呈します)。

▼期間 8月 10日 (水)～ 20日 (土 )

■問い合わせ 山形県赤十字血液センター

(8023-622-5301)
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戦没者のご遺族の皆様ヘ

第8回特別弔慰金が支給されます
▼対象者

戦没者などの死亡当時のご遺族で、平成
17年 4月 1日 において、公務扶助料や遺族
年金などを受けるかたがいない場合に、次
の順番による先順位のご遺族お 1人

1 弔慰金の受給権者
2 戦没者等の子
3.①父母 ②孫 ③祖父母 41兄弟姉妹

(戦没者等と生計関係を有していなかっ

たかたなどは除かれます)

4.上記3以外の①父母 ②孫 ③祖父母
④兄弟姉妹

5 上記 1か ら4以外の3親等内の親族
(戦没者等の死亡時まで、引き続き1年

以上生計関係を有していたかたに限らオ1

ます)

▼支給内容

額面40万 円、10年償還の記名国債
▼請求期間

平成17年 4月 1日 ～平成20年 3月 31日

▼請求窓口 健康福祉課福祉係
▼各地区説明会を開催します

日 時 地区 場   所

8月 1日 桐)

午前10時～ 蚕桑 蚕桑地区公民館

午後2時～ 目
（

鮎員地区公民館

8月 2日 (火 )

午前10時～ 東根 東根地区公民館

午後2時～ 荒砥 健康福祉センター

8月 3日 17K) 午後2時～ 鷹山 鷹山地区公民館
8月 4日 lAl 午前10時～ 十王 十王地区公民館

■問い合わせ

健康福祉課福祉係 (886-OHl)ま たは

山形県健康福祉部健康福祉企画課援護・

指導室援護恩給班 (8023-630-2242)

「結婚相談室」の開設
結婚などで相談したいかたは、お気軽に

おいでください。
▼いつ 8月 9日 (火 )午後3時～夜7時
▼どこで 老人福祉センター
▼相談料 無料
*事前に電話などで連絡があれば、相談時
間などを調整します。また、プライバシー
は守ります。

■問い合わせ
産業振興課商工振興係 (885-6136)

生活相談所の相談 日
7月 27日 17kl一般相談
8月 3日 17kl弁護士相談並びに一般相談
8月 10日 17kl一般相談
8月 17日 17k)人権相談

▼会場 :老人福祉センター
▼時間 :午前10時から午後3時 まで
▼弁護士 :安部 敏さん
*弁護士相談は前日まで要予約、午後1時
45分から3時45分 まで。相談は無料。

■問い合わせ
白鷹町社会福祉協議会 (886-0150)


